
レファレンスセンター等関連会議

寄生虫
 

世話人：永宗喜三郎(JIHS感染研・寄生動物）



レファレンスセンター活動 ・寄生虫

・各ブロックの拠点となる地研は指定していない．
・課題となる寄生虫を選び，関連の地研・検疫所
とメーリングリストを利用して情報交換（研修）．

・課題の寄生虫
(1) 4類 マラリア，エキノコックス （感染症法）
(2) 5類 クリプトスポリジウム，ジアルジア，赤痢アメーバ

(3) 食品媒介寄生虫 （食品衛生法）
クドア，サルコシスティス，アニサキス等

食中毒事件票・病因物質の種別



レファレンスセンター等関連会議：寄生虫

話題の提供と情報交換（演者・所属：敬称略）．

A.腸管寄生原虫

「原虫類の実践的検査法の普及による検査体制の

強化～クリプトスポリジウム検査～」

（泉山信司・JIHS感染研） 

B.旋尾線虫

「わが国における旋尾線虫症の最新知見」

（熊谷 貴・日本文理大学・保健医療学部） 



レファレンスセンター等関連会議

寄生虫 
世話人：永宗喜三郎(JIHS感染研・寄生動物）

nagamune.k@jihs.go.jp

地研に寄生虫に関する問い合わせや検査の依頼が

あれば，是非引き受けて下さい．感染研・寄生動物部
にその内容をご照会下さい．対応にご協力します．



国立健康危機管理研究機構と地方衛生研究所の
感染症検査ネットワーク強化の研究

（25HA2001、2025R7～2027R9）

原虫類の実践的検査法の普及による
検査体制の強化～クリプトスポリジウム検査～

研究分担者 永宗喜三郎 JIHS感染研寄生動物部

研究協力者 泉山 信司 JIHS感染研寄生動物部

研究協力者 八木田健司 JIHS感染研寄生動物部

研究協力者 地方衛生研究所22機関
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耐塩素性病原微生物（寄生虫等）
クリプトスポリジウム，ジアルジア（5類全数把握）

• 腸管に寄生，非血性の下痢
– 真核生物，単細胞，経口感染，C：10^7/g糞便，1つで10％？程度の感染率

• 消毒に抵抗性，水系感染で問題，食品他様々な感染経路
– クリプト特効薬なく免疫不全で致命的，ジアルジアにはメトロニダゾール
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家庭内

飲食店

飲料，大規模調理（お弁当，給食）

フルーツ，野菜等の非加熱の食品，灌漑用水の問題

←C越生町水道8,800人（1996年）

←Cスウェーデン水道27,000人（2010年）

←Cミルウォーキー水道40万人（1993年）

感
染
者
数

←C平塚市ビル貯水槽460人（1994年）

←C長野県牧場体験230人（2014年）
←C長野県プール等300人（2004年）

大規模水系感染を避けたい

Gノルウェー水道6,000人（2004年）

←Gフロリダスプラッシュパッド49人（2006年）
G千葉県ビル貯水槽39人（2010年）

←Cはクリプトスポリジウム事例
←Gはジアルジア事例

←

C英国水道100人～（2024年）
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クリプトスポリジウム症 ジアルジア症

国内の届出数の年次推移（5類全数）

新型コロナ対策？
2020～

8https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/idwr/idwr/2025/idwr2025-52.pdf 他
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Cryptosporidiosis Giardiasis Cyclosporiasis

米国での届出数の年次推移

2024-2025は暫定数。サモア諸島などの米国州ではない領土と、米国在住ではない人は除かれている。サイクロスポラは3州で報告対象外。

新型コロナ対策
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Centers for Disease Control and Prevention. National Notifiable Diseases Surveillance System (NNDSS) Annual Summary Data、
https://wonder.cdc.gov/nndss-annual-summary.html
Centers for Disease Control and Prevention (U.S.). Center for Surveillance, Epidemiology, and Laboratory Services. National Notifiable Diseases 
Surveillance System. (2026). Cryptosporidiosis: (Week 53) Weekly cases* of notifiable diseases, United States, U.S. Territories, and Non-U.S. 
Residents week ending January 03, 2026. 2026(53). https://stacks.cdc.gov/view/cdc/251468 他

https://wonder.cdc.gov/nndss-annual-summary.html
https://wonder.cdc.gov/nndss-annual-summary.html
https://wonder.cdc.gov/nndss-annual-summary.html
https://wonder.cdc.gov/nndss-annual-summary.html
https://wonder.cdc.gov/nndss-annual-summary.html
https://stacks.cdc.gov/view/cdc/251468


目標

• 消化管寄生性原虫による集団感染は、
主にクリプトスポリジウムに備える

• 寄生虫検査は顕微鏡検査が主
– 蛍光抗体染色（クリプト、ジアルジア）と蛍光顕微鏡で、
（サイクロスポラや自家蛍光を呈する虫卵を含め）
検査ができる

• R7年度まで顕微鏡検査の精度管理

• R8年度も計画、遺伝子検査？顕微鏡？
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R7年度方法詳細

• 試料送付、Sample AとBの２つ
（ホルマリン固定したクリプトスポリジウム感染・
非感染マウス糞便）

• 参加者は、Sample AとBのクリプトスポリジウム陽
性・陰性を試験

• 試薬同梱、抗クリプトスポリジウム蛍光抗体
（操作手技の参考となる手引きも同梱）

• 参加者負担、なし（蛍光顕微鏡が必要）

• 令和8年1月7日送付、2月末回答期限

• 回答はFormsで受付、集計（又はメール等）
11



結果および考察

• 参加者22名、全員正答

– Sample Aはクリプトスポリジウム陰性、Bが陽性

– 免疫不全マウスからの多数の排出で検査はしやすかった

– 感度を課題とするなら遺伝子検査が考えられる

– 万一の集団感染に備えることができた
（原因不明の集団下痢症でお試しいただければ）

– 期限内に回答、途中2月17日に1回だけリマインド

– 21名がFormsで回答、1名が電子メールで回答
12



謝辞、R7年度協力参加機関

岩手県環境保健研究センター 新潟県保健環境科学研究所 広島市衛生研究所

宮城県保健環境センター 山梨県衛生環境研究所 香川県環境保健研究センター

福島県衛生研究所 静岡市環境保健研究所 愛媛県立衛生環境研究所

茨城県衛生研究所 愛知県衛生研究所 福岡県保健環境研究所

埼玉県衛生研究所 滋賀県衛生科学センター 大分県衛生環境研究センター

千葉県衛生研究所 兵庫県立健康科学研究所 鹿児島県環境保健センター

千葉市環境保健研究所 和歌山県環境衛生研究センター

東京都健康安全研究センター 島根県保健環境科学研究所
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質問
• R8年度はクリプトスポリジウム遺伝子検査？
顕微鏡再び？

• 参加を希望されますか？

• Sample AとBの2本、冷凍
• 核酸精製から？PCRから？
• Primer同梱？Taq同梱？

• クリプトスポリジウム以外の希望はありますか？

• 是非コメント、参加希望をお寄せください
izmym@niid.go.jp
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